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表 4
P(→2(mmHg)･75以下:164 60以下:51
p(二｡ 2 47mmHg 手 ‥(+):25(--):139 (+ ) ‥19 (-)‥32








































































は CO2分圧 55mmHg以上の患者はすべて 0
2分FEが 50mmHg以下の症例に限 ってい










て慣 ら して ゆ くとPa02の上昇につれて
PaC02もある程度上昇す るO この際 02分圧を必要なだけ持続 してい - 79-る




般状態は改善 して来る｡こういう快復す る症例では PaC02の上昇と
共に一時的に pH も下がるが,pH はやがて代謝性に
代償 して来る｡又この際 C02はかなりの期間高いま
までも呼吸中枢は C02に対 して｢慣れ｣の現象が見 られるこ
とは注 目すべきであると考え
る｡つまり肺不全で 02が必要な場合にはC02の





する肺構築 白身の破壊す る肺気腫型) と,もう1つはd.
型 (肺の構築の破壊と






























後に悪影響を与えることの二重要性を常に考慮する必要がある｡ 日 置 京大胸部研紀要 第6巻 第1
号以上の様に慢性閉塞性肺疾患の呼吸不全の病像は,換気障害の様式と血液ガス分圧の態度と
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